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令和２年度第５回初山別村農業委員会総会

（

後
列
右
か
ら
）

⑦
渡
辺
一
光

⑧
⾧
坂
栄
一

⑥
木
村
茂

④
立
野
保
治

⑨
山
本
誠

 引き続き初山別村農業委員会総会
が開かれ、会⾧と会⾧職務代理の選
挙が投票により行われました。

 令和２年７月２０日（月）役場において、
村⾧から初山別村農業委員会委員に任命され
た１１名の委員に辞令が交付されました。

-　2　-

（

前
列
右
か
ら
）

⑤
小
林
清
秀

会長　立田　幸男（再）　　職務代理者　江端　健一（新）

②
原
洋
己

③
金
田
進

⑩
江
端
健
一

⑪
立
田
幸
男

①
佐
藤
實

・
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る

法
第
８
条
～

利
害
関
係
を
有

し
な
い
者

〇
の
数
字
は
議
席
番
号
・

氏
名
・
期
数
・
担
当
地
区
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・
千
代
田
～

佐
古
　
　
大
さ
ん

・
共
　
成
～

秋
山
　
雅
人
さ
ん

　
　
　
　
　
大
家
　
翼
　
さ
ん

・
有
　
明
～

江
端
　
直
哉
さ
ん

（

写
真
右
か
ら
）

を
送
り
ま
し
た
。

取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。
」

と
エ
ー

ル

農
村
を
担
う
一
員
と
し
て
意
欲
的
に

　
長
谷
川
会
長
は
「

地
域
の
農
業
・

万
円
を
贈
り
ま
し
た
。

新
規
就
農
者
そ
れ
ぞ
れ
に
祝
い
金
十

協
議
会
（

会
長
　
長
谷
川
裕
昭
）

が

新
規
就
農
者

人
に
祝
い
金
十
万
円

ロ
ロ
ン
地
区
農
業
担
い
手
確
保
対
策

協
議
会
（

会
長

長
谷
川
裕
昭
）

が

　
６
月
２
９
日
、

役
場
に
お
い
て
オ

地
区
担
い
手
対
策
協
議
会

　
監
　
事
　
山
本
 
 

誠

　
監
　
事
　
立
野
 

保
治

　
副
会
長
　
江
端
 

健
一

　
会
　
長
　
立
田
 

幸
男

２
　
役
員

⑤
会
　
計
～

Ｊ
Ａ
初
山
別
支
所

④
事
務
局
～

農
業
委
員
会

　
期
は
３
年
間
と
す
る
。

③
代
議
員
～

農
業
委
員
を
充
て
、

任

期
は
三
年
間

す

。

　
す
。

　
な
り
ま
す
の
で
ご
了
解
願
い
ま

す
。

※
該
当
す
る
方
は
、

後
日
引
落
し
に

す
の

了
解
願
い

す
。

　
協
預
金
口
座
か
ら
振
替
え
る
。

②
会
費
～

一
人
年
額
千
円
と
し
、

農

協
預
金
口
座
か

振
替

。

　
関
係
機
関
等

　
び
受
給
権
者
・
趣
旨
に
賛
同
す
る

関
係
機
関
等

①
会
員
～

農
業
者
年
金
被
保
険
者
及

び
受
給
権
者

趣
旨
に
賛
同
す

関

１
　
規
約

さ
れ
ま
し
た
。

の
互
選
、

事
業
計
画
・
予
算
が
審
議

れ

。

　
会
議
で
は
新
た
な
規
約
、

役
員
の

互
選
、

事
業
計
画

予
算
が
審
議

さ
れ
ま
し
た
。

　
７
月
２
０
日
に
代
議
員
会
が
開
催

れ

。

〇
千
代
田
～

佐
藤
・
木
村
・
原

〇
有
明
・
栄
～

江
端
・
立
野
・
山
本

②
地
区
推
進
員

 
研
修
会
・
広
報
普
及
活
動
等

①
事
業
～

加
入
推
進
会
議
・
代
議
員

３
　
事
業
計
画

① ④

②

③ ⑤

農業委員会の事務所の設置、予算上の計上・
執行等は、村長が統括する。ただし、事務執
行については、村長の指揮監督は受けませ
ん。～農業委員会法による。

「全国農地ナビ」～インターネットで検索する
と、全国の農地を見ることができます。

　

新
規
就
農
者

　
「
就
農
祝
い
金
」
贈
呈

〇
明
里
・
共
成
～

立
田
・
長
坂
・

　
　
　
　
　
渡
辺
・
金
田
・
小
林

-　３　-

初
山
別
村
農
業
者
年
金
協
議
会
代
議
員
会

農業委員会一口メモ 
農業委員会は、初山別村の農業者を代表す
る機関です。

農業委員会は、行政委員会であり、合議制の
意志決定機関です。

農業委員会は、初山別村に対し農地等利用
最適推進施策の改善についての具体的意見
を提出しなければなりません。



◇

①

②

（写真と本文は、NOSAI留萌支所久保康幸業務課長の了解
を頂き、NOSAI道央広報紙№114から転載しました。）
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い
。
」

と
思
い
を
語
る
。

　
木
下
喜
代
次
さ
ん
（

8
2
）

は
「

何
事
に
も
積
極

し
た
い
。
」

と
話
す
。

田
会
長
は
、
「

北
限
の
リ
ン
ゴ
園
再
興
の
道
を
応
援

　
新
規
就
農
サ
ポ
ー

ト
チ
ー

ム
の
一
員
で
も
あ
る
立

と
の
言
葉
に
「

将
来
は
、

リ
ン
ゴ
園
を
引
き
継
げ
れ

採
用
さ
れ
、

果
樹
栽
培
を
学
ん
で
い
る
。

的
に
取
り
組
む
。

後
継
者
と
し
て
育
て
た
い
。
」

　
北
限
の
リ
ン
ゴ
園
で
あ
る
明
里
の
「

木
下
り
ん
ご

園
」

で
４
月
か
ら
、

新
規
就
農
を
目
指
し
て
研
修
を

※詳しくは、村農業委員会又は、ＪＡオロロンまで。

（おぎはら みお）

木下喜代次さんと
りんご園にて

荻原 光央さん

け
る
そ
う
で
す
。

ち
が
運
転
す
る
ト
ラ
ク
タ
ー

を
見
る
と
追
い
か

　
二
人
と
も
乗
り
物
が
大
好
き
で
お
父
さ
ん
た

の
仲
良
し
従
弟
で
す
。

夫
妻
の
煌
君
（

こ
う
・
３
歳
）

と
大
家
翼
さ
ん

貴
代
さ
ん
夫
妻
の
侑
真
君
（

ゆ
う
ま
・
３
歳
）

政策支援～家族経営協定を結んだ後継者・配偶
者などは、国の支援制度を受けられます。
月額２万円が５０％オフになり、掛け金７４４万円
(△２１６万円）で、受給額１，６００万円（約２．２倍）
となります。
現在の予定利率を基に試算しています。）

　
名
古
屋
市
出
身
。

三
重
県
愛
農
学
園
農
業
高
校
卒

とれたて野菜のお知らせ
　つなごやで、初山別産の新鮮野菜が買えます。
　入荷状況は「ssb.okoshi＠gmail.com」に名前を入力
すると、メールでお知らせします。　下のＱＲコードで
も入力できます。

農業者年金一口メモ
月額２万円を４０年間納付した場合の試算

掛け金の総額は、９６０万円で、受給額は約１６０
０万円になります。（約１．７倍）

営
し
て
い
る
長
谷
川
雄
平
さ
ん
、

美
也
子
さ
ん

受
け
て
い
る
荻
原
光
央
さ
ん
２
５
歳
。

ば
。
」

と
作
業
に
汗
を
か
く
毎
日
。

　
表
紙
の
写
真
は
有
明
地
区
で
瞭
陽
農
場
を
経

な
る
農
業
に
特
化
し
た
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て

　
長
年
の
夢
だ
っ

た
就
農
を
目
指
し
、

村
で
は
初
と

業
後
、

保
育
士
と
し
て
就
職
。

樹
の
加
工
や
フ
ァ
ー

ム
レ
ス
ト
ラ
ン
に
も
挑
戦
し
た

「

先
ず
は
果
樹
栽
培
を
し
っ

か
り
学
び
、

将
来
は
果

表
紙
か
ら

ち
ゃ
れ
ん
じ
農
業
女
子


